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茶
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茶
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茶

会

茶

会

のののの

ごごごご

案

内

案

内

案

内

案

内    

 

早

春

の

候 

先

生

に

は

ま

す

ま

す

ご

清

祥

の

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

さ

て 

こ

の

た

び 

群

馬

・

茨

城

・

栃

木

の

流

派

を

超

え

た

茶

道

人

の

会 

「

両

毛

茶

友

会

」

の

主

催

に

よ

り

ま

す

茶

会

を

催

す

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

当

日

は 

大

日

本

茶

道

学

会 

戸

倉

社

中

に

よ

り

ま

す

濃

茶

席

と 

茶

友

会

男

子

組

に

よ

り

ま

す

薄

茶

席

が

設

け

ら

れ

ま

す

。

 

 

ま

た

、

今

年

は 

古

田

織

部

没

後

四

百

年

に

あ

た

り

、

織

部

自

作
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茶

杓

も

展

観

席

に

展

示

さ

れ

ま

す
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春

の

ひ

と

と

き
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利

休

七

哲

の

一

人

、

古

田

織

部

に

想

い

を

馳

せ

つ

つ

 

世

界

遺

産

の

地 

日

光

で

ゆ

っ

た

り

と

お

過

ご

し

い

た

だ

き

た

く 
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案
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申

し

上

げ

ま

す
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な
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茶

券

の

購

入

や

お

問

い

合

わ

せ

な

ど

に

つ

き

ま

し

て

は 

お

電

話

、

ま

た

は

フ

ァ

ッ

ク

ス

で

ご

連

絡

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す
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申
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込
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さ

れ
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順
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送
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い
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す
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ま
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代

金

に

つ

き

ま

し

て
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ま

こ

と

に

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん
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申

し

込

ま

れ

た

あ

と

で

、

左

記

の

ゆ

う

ち

ょ

銀

行
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口

座
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振

り

込

み
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た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

申
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あ

げ

ま

す
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お

、

ゆ

う
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ょ

銀
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口

座
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で

の

Ａ

Ｔ

Ｍ

振

り

込
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料
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す
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、

 

窓
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か

ら
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も

し
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は

他

銀

行

か
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で

す

と

送

金

手

数
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が

か

か

り

ま

す
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